
2015年 戦後・被爆70周年を機に

ヒバクシャの思いを世界へ

世界ヒバクシャ展新聞第３号 2014年８月15日発行

私たちは、世界中のヒバクシャと
核汚染の現場を写真で伝える世界ヒ
バクシャ展を、2020年までに世界
100ヵ国で開催することを目指して
います。

2013年秋の台湾での写真展は若
い人たちを中心に大反響を呼びまし
た。各国の信頼できるグループとつ
ながり、各国内を写真展が巡回する
ような仕組みをつくっていくことで、
核のない世界づくりに寄与します。

外国特派員協会でも開催

2013年度活動レポート １面 京都 2面 韓国 ３面 台湾 ４面 若者

2020年までに
100ヵ国で開催

世界ヒバクシャ展＠京都開催に先立って、
東京・有楽町の日本外国特派員協会でも写
真展を開催しました。７月22日には、実行
委員会委員長の有馬頼底京都仏教会理事長
＝上の写真㊨、世界ヒバクシャ展顧問の森
下一徹＝同㊧＝らが記者会見を行い、世界
遺産とのコラボなどをアピールしました。

㊨
金
閣
寺
と
被
爆
者
：
藤
原
モ
ト
ヨ

㊧
銀
閣
寺
と
被
爆
者
：
富
永
初
子

銀
閣
寺
で
撮
影
す
る

水
野
克
比
古
さ
ん

私たちにできることは…
▼迫力のある説得力のある写真に心動

かされました。「核兵器と人類は共存

できない」この声を小さな力でもひろ

げなければ…と強く感じました。

▼このヒロシマのある国に生まれた責

任として、私の目の前の子どもたちに

しっかりとヒロシマのこと、ナガサキ

のこと、そしてヒバクシャの方々のこ

とを伝えたいと、今日また新たに決意

しました。

▼原爆症で苦しみながらノーモアと叫

んでくださった方に、写真の被写体に

なってくださった方々に感謝します。

▼写真や資料を見て胸がくるしくなり

ました。今も辛い思いを抱えている人

がたくさんいると思います。私たちに

も出来ることはないだろうか、と考え

させられました。

▼ありがとうございました。人間がつ

くり出したものは人間が無くさなけれ

ばなりません。核も戦争もない世界を

目指し歩みたいと思います。

世
界
遺
産
も
核

の
被
害
を
受
け
れ
ば

台
無
し
で
す
。
人
類

の
記
憶
遺
産
と
も
言
え
る
世
界

ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
の
写
真
を
世
界

遺
産
の
寺
院
な
ど
で
展
示
し
た

り
、
コ
ラ
ボ
写
真
を
撮
っ
た
り

し
て
、
核
の
被
害
を
幅
広
い
人

た
ち
に
知
ら
せ
た
い―

そ
ん
な

思
い
で
、
二
〇
一
三
年
夏
、
第

二
次
大
戦
の
際
に
米
軍
に
よ
る

原
爆
投
下
の
候
補
地
と
な
っ
た

京
都
で
、
世
界
遺
産
と
の
コ
ラ

あボ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
＠
京
都

は
、
京
都
仏
教
会
な
ど
が
参
加

す
る
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
、

八
月
六
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
先
立
っ

て
、
相
国
寺
の
塔
頭
で
あ
る
金

閣
寺
、
銀
閣
寺
に
被
爆
者
の
写

真
パ
ネ
ル
を
持
ち
込
ん
で
、
京

都
の
風
景
写
真
の
第
一
人
者
、

水
野
克
比
古
さ
ん
に
、
世
界
遺

産
と
の
コ
ラ
ボ
写
真
を
撮
影
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
写
真

は
、
ポ
ス
タ
ー
に
使
い
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
に
も
数
多
く
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。八

月
六
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
門
川
大
作

京
都
市
長
、
実
行
委
員
長
の
有

馬
頼
底
京
都
仏
教
会
理
事
長
や
、

京
都
の
被
爆
者
の
皆
さ
ん
ら
が

参
加
。
こ
の
日
夜
に
は
京
都
市

内
の
カ
フ
ェ
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
」

で
、
同
時
期
に
世
界
ヒ
バ
ク

シ
ャ
展
を
開
催
し
て
い
た
韓
国

の
陝
川
（
ハ
プ
チ
ョ
ン
）
と

ネ
ッ
ト
で
結
び
「
韓
国
の
ヒ
ロ

シ
マ
と
京
都
を
結
ぶ
」
を
開
催

し
、
韓
国
人
被
爆
二
世
と
日
本

人
被
爆
二
世
ら
が
交
流
し
ま
し

た
。約

一
ヵ
月
の
会
期
中
や
事
前

の
広
報
で
は
、
核
廃
絶
を
目
指

す
様
々
な
グ
ル
ー
プ
や
国
際
平

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
持
つ
立
命

館
大
学
の
学
生
さ
ん
な
ど
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

未
来
の
世
代
に
残
し
た
い
世

界
遺
産
と
の
対
比
か
ら
、
ヒ
バ

ク
シ
ャ
を
二
度
と
生
み
出
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
明
確
に
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
た

こ
の
企
画
、
戦
後
・
被
爆
七
十

周
年
の
二
〇
一
五
年
か
ら
、
国

内
外
の
世
界
遺
産
で
も
開
催
し

て
い
く
た
め
コ
ラ
ボ
先
を
募
集

中
で
す
。

竹を使って展示も和風に

相
国
寺
境
内
に
咲
く
蓮
の
花

㊨被爆者、
被爆二世の
佐々本さん
父子も来場

親子連れも

言われなき差別や困窮の中を生きて
きた世界各地のヒバクシャ。世界ヒバ
クシャ展は、写真を通じてその思いを
世界に伝えながら、世界中のヒバク
シャをつなぎ、ヒバクシャの思いを世
界に届けるためのネットワークづくり
に貢献します。
そして、核のない世界を目指して自

らの過酷な体験を伝えてきたヒバク
シャにノーベル平和賞が授与されるこ
とを目指します。

に

ノーベル平和賞を！

「ヒバクシャ」

イベント名などを
書いてくださった
書家の荒木香さん

被爆二世の本田久美子
さん（左から２人目）
ら着物姿の京美人

戦後・被爆70周年となる2015年を機に、NPO法人世界ヒ
バクシャ展は、活動の場を世界中に広げようとしています。

ネットで陝川とつないで開催した
韓国のヒロシマと京都を結ぶ

ボランティアの皆さん

来場者の感想から

世
界
遺
産
と
の

コ
ラ
ボ
写
真

京都

オープニングセレモニーであいさ
つする門川京都市長㊥と有馬実行
委員長㊨写真家の伊藤孝司さん㊧

㊤
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

安
斎
育
郎
立
命
館
大
学
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
終
身
名
誉
館
長
㊦

山
根
和
代
同
大
学
教
授
㊨
と
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
鳥
井
眞
木
さ
ん
㊧

㊧被爆者健
康手帳を見
せる花垣ル
ミさん

外
国
人
観
光
客
も

数
多
く
来
場

京
都
で
出
会
っ
た
方
々

世界遺産の金閣寺・銀閣寺と
人類の記憶遺産がコラボ

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
で
写
真
展

世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
新
聞



私
は
、
日
本
が
過
去
の
歴
史
で
迷
惑

を
か
け
て
き
た
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
お

わ
び
を
し
た
い
、
と
幼
い
こ
ろ
か
ら

思
っ
て
い
ま
し
た
。
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ

展
を
開
催
す
る
に
当
た
っ
て
も
「
お
わ

び
か
ら
始
め
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
世
界
ヒ
バ

ク
シ
ャ
展
を
開
催

し
た
韓
国
で
も
、

朝
鮮
半
島
の
多
く

の
方
々
に
悲
惨
な

体
験
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
歴
史
へ
の

お
わ
び
を
し
て
き

ま
し
た
。

韓
国
の
ヒ
ロ
シ

マ
と
呼
ば
れ
る
陝

川
で
の
被
爆
者
の

追
悼
式
や
各
地
の

写
真
展
で
お
わ
び

を
伝
え
る
と
、
韓
国
の
お
年
寄
り
た
ち

か
ら
は
「
私
た
ち
は
日
本
と
の
平
和
を

望
ん
で
い
る
」
「
（
原
発
事
故
で
被
災

し
た
）
日
本
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
な
い
か
？
」
と
、
や
さ
し
さ
に
満

ち
た
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
光
州
で
は
、
保
養
に
来
て
い

た
福
島
の
子
ど
も
た
ち
が
写
真
展
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
泣
い
て
い
た
高
校
生

に
「
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て
ご
め
ん

ね
」
と
声
を
か
け
る
と
「
こ
ん
な
遠
く

で
自
分
の
故
郷
の
こ
と
を
伝
え
て
も

ら
っ
て
い
る
の
が
う
れ
し
い
ん
で
す
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
子
た
ち
は
、
世
界
の
困
っ
て
い
る
人

た
ち
を
助
け
る
た
め
に
働
き
た
い
、
と

も
語
っ
て
い
ま
し
た
。

韓
国
で
多
く
の
す
ば
ら
し
い
人
た
ち

に
出
会
い
、
朝
鮮
半
島
の
人
た
ち
や
日

本
人
の
間
で
、
本
当
の
意
味
で
の
「
和

解
」
が
生
ま
れ
る
日
の
た
め
に
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

韓
国
で
の
写
真
展
で
は
、
韓
国
や
北

朝
鮮
の
人
た
ち
が
被
爆
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
に
驚
き
、

世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
を
も
っ
と
各
地
で

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
韓
国
だ

け
で
な
く
、
中
国
、
香
港
な
ど
他
の
ア

ジ
ア
の
国
々
で
の
写
真
展
の
開
催
実
現

に
向
け
て
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
代

表

森
下
美
歩
）

韓
国
の
ヒ
ロ
シ
マ

ハ
プ
チ
ョ
ン
な
ど
で
開
催

二
〇
一
三
年
八
月
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
ヒ

バ
ク
シ
ャ
展
代
表
の

森
下
美
歩
が
韓
国
を
訪
れ
、
「
韓
国

の
ヒ
ロ
シ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
陝
川

（
ハ
プ
チ
ョ
ン
）
な
ど
四
都
市
で
、

写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
の
開
催
地
、
陝
川
は
、
戦
後
、

故
郷
に
帰
っ
た
韓
国
人
被
爆
者
が
多

数
住
ん
で
お
り
、
韓
国
赤
十
字
陝
川

被
爆
者
福
祉
会
館
で
は
毎
年
八
月
六

日
に
追
悼
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
式
典
で
、
森
下
は
日
本
の
統

治
時
代
に
韓
国
の
人
々
に
様
々
な
迷

惑
を
か
け
た
こ
と
へ
の
お
わ
び
を
伝

え
、
韓
国
の
被
爆
２
世
患
友
の
憩
い

の
家
「
陝
川
・
平
和
の
家
」
、
韓
国

原
爆
被
害
者
協
会
・
陝
川
支
部
、
陝

川
被
爆
者
福
祉
会
館
な
ど
の
協
力
の

下
、
同
福
祉
会
館
で
写
真
展
を
行
い

ま
し
た
。

光
州
で
は
、
光
州
環
境
運
動
連
合

に
よ
る
福
島
の
高
校
生
と
光
州
の
高

校
生
の
合
同
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
や

市
民
を
対
象
に
、
同
連
合
後
援
の
写

真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

続
く
ソ
ウ
ル
で
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
と
韓
国
原
爆
被
害
者
協
会
本
部
の

協
力
で
、
ソ
ウ
ル
市
民
を
対
象
に
し

た
写
真
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
の
訪
問
地
、
大
邱
（
テ
グ
）

で
は
、
大
邱
Ｋ
Ｙ
Ｃ
（
韓
国
青
年
連

合
大
邱
支
部
）
が
毎
年
広
島
の
被
爆

団
体
と
協
力
し
て
開
催
し
て
い
る

「
原
爆
写
真
展
」
に
世
界
ヒ
バ
ク

シ
ャ
展
も
参
加
し
ま
し
た
。

キリスト教会の
世界大会で展示

二
〇
一
三
年
十
月
三
十
日
か
ら
十

一
月
八
日
ま
で
、
韓
国
の
釜
山
で
開

催
さ
れ
た
、
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ

Ｃ
Ｃ
）
総
会
で
、
写
真
展
示
を
し
ま

し
た
。
七
年
に
一
回
開
か
れ
る
こ
の

大
会
に
は
、
百
を
超
す
国
・
地
域
か

ら
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。
展
示
を
通
じ
て
、
様
々

な
つ
な
が
り
が
で
き
、
自
国
で
の
写

真
展
開
催
を
希
望
さ
れ
る
方
も
い
ま

し
た
。
期
間
中
、
釜
山
市
役
所
で
も

写
真
展
を
行
い
ま
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｃ
で
の
写
真
展
は
、
韓
国
の

ア
ジ
ア
平
和
市
民
ネ
ッ
ト
の
イ
ー
・

デ
ス
さ
ん
の
尽
力
で
実
現
し
ま
し
た
。

世界ヒバクシャ展
世界にこんなにヒバクシャがいたなんて！
世界ヒバクシャ展をご覧になった多くの方が驚かれます。

世界ヒバクシャ展理事で歌手・俳優の上條恒
彦さん=写真＝のナレーションで世界ヒバク
シャ展の写真を紹介し、世界に核被害が広が
った歴史を簡潔に伝える「広島、長崎…そし
て福島」のDVD（12分、写真28枚紹介）
を貸し出しています。英語版もあります。
☆貸出料金 １万円＋300円×人数

６人の写真家が撮影した世界ヒバクシャ展の写真の一部
（パウチ加工、A3ノビサイズ15枚）による写真展を
カフェやお店などで開催しませんか。少ない枚数でも、
核被害の広がりを実感してもらえます。
☆料金 10日間15枚貸出 ７万円
サムライMAP８枚=4000円=付。往復の送料はご負担ください。

森下一徹

被爆者：富永初子

伊藤孝司

韓国のヒロシマ

桐生広人

核廃棄物海洋投棄

豊﨑博光

故郷を捨てる

本橋成一

こんにちは

森住卓
計りきれない将来へ
の不安

温
か
か
っ
た
韓
国
の
お
年
寄
り

６人の写真家が
撮ったいのち

台湾から参加したユースグループ

日
本
の
ブ
ー
ス
の
関

係
者
。
後
列
中
央
が

イ
ー
デ
ス
さ
ん

今回の写真展は、写真家の伊藤孝
司さんと韓国在住の岡田卓己さん
㊨の働きかけで実現しました

アリランの調べで被爆者を追悼

陝
川
で
の
写
真
展
の

す
て
き
な
ポ
ス
タ
ー

陝川に韓国全土から集まった子どもたち

大
邱
で
は
地
下
鉄
に
つ
な

が
る
地
下
街
で
写
真
展

被
爆
者
追
悼
式
で
お
わ
び

WCC釜山大会

世界ヒバクシャ展

韓国では行く先
々で地元の方々に
歓迎され、毎日ご
ちそうでした。どれもおいしかった！
写真㊧ 日本の植民地支配時代のなご
り、青唐辛子入り塩おでん。
写真㊨ 韓国では、メイン料理を頼む
と、キムチや野菜類はおかわり自由。

食を通じて
日韓交流

ヒバクシャの思いを伝えたい
2012年のリオ+20で出会ったブラジル移民の被爆者、盆

小原さんが、ブラジルで開催されたウラン映画祭で、サムラ
イMAPを紹介してくださいました（写真、右から２人目）。
ブラジルに渡った被爆者の皆さんは、被爆体験をブラジル

国民に伝えるために，今も活発に活動されています。
私たちも、写真を通じてこうした被爆者の皆さんの思いを

伝えるために、多くの機会を作っていきたいと思っています。

写真鑑賞＆トーク

写真紹介DVD鑑賞

※大規模な写真展の
開催については、世
界 ヒ バ ク シ ャ 展
WEBの「写真の展
示・貸出」のページ
で、写真展開催のご
案内 2014 年版の
PDFファイルをダウ
ンロードしてご覧い
ただけます。

ミニ世界ヒバクシャ展

写真パネル
貸し出し中

すぐに写真展を開催するのは難しいけれど、まず写真を
見てみたいという方のために、世界ヒバクシャ展代表の
森下美歩がプロジェクターまたは紙芝居方式で写真をお
見せしながらエピソードを交えてご説明します。分かり
やすいと評判です。学校での出張授業も歓迎です。
☆写真代＋講演料（90分程度）

４万円＋500円×人数＋交通費 学生割引あり
写真家の講演もできます。詳細はお問い合わせください。

韓国の皆さん、ありがとうござました。

韓国

写真展で、日本語がなつかしい
と話しかけてくれたおばあさん

盃
を
交
わ
し
て
日

韓
交
流
。
岡
田
さ

ん
㊧
と
ア
ジ
ア
平

和
市
民
ネ
ッ
ト
の

イ
ー
・
デ
ス
さ
ん

はじめの一歩

ヒバクシャの生きる姿を伝える写真にぜひ触れて、
ヒバクシャの思いを世界に伝える力になってください。

各
都
市
で
様
々
な
方
が
、
通

訳
、
翻
訳
で
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の

思
い
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た



零
核
時
代
に
２
万
人
近
く
来
場

二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
三
日

か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
台
湾
の

台
北
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
３
零

核
時
代
で
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
の

写
真
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
若
者
に
人
気
の
ス

ポ
ッ
ト
、
松
山
文
化
創
意
園
區
に

あ
る
日
本
の
統
治
時
代
に
た
ば
こ

工
場
だ
っ
た
レ
ト
ロ
な
建
物
。
写

真
家
、
太
田
康
介
さ
ん
の
福
島
に

遺
さ
れ
た
動
物
た
ち
の
写
真
展
や

反
原
発
ポ
ス
タ
ー
展
、
様
々
な
映

画
上
映
、
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
が
一
緒
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
来
場

者
は
二
万

人
近
く
に

及
び
ま
し

た
。来

場
者

の
大
半
は
十
代
後
半
か
ら
三
十
代

の
若
い
人
た
ち
で
し
た
。
日
本
製

の
台
湾
第
四
原
発(

日
の
丸
原
発)

の
稼
働
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
台

湾
で
は
大
規
模
な
反
対
運
動
が
続

い
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
の
核
へ

の
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

零
核
時
代
は
、
台
湾
緑
色
公
民

行
動
連
盟
（
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ａ
）
な
ど
の

主
催
。
二
〇
一
二
年
に
国
連
持
続

可
能
な
開
発
会
議
（
リ
オ
＋
20
）

の
ピ
ー
プ
ル
ズ
サ
ミ
ッ
ト
で
、
Ｇ

Ｃ
Ａ
Ａ
の
呉
銘
軒
さ
ん
た
ち
と
知

り
合
っ
た
の
が
縁
と
な
っ
て
、
企

画
の
中
核
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し

て
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

日本人女性がバリ島でミニ写真展

世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
顧
問
の
森
下
一
徹

は
、
二
〇
〇
六
年
以
来
病
気
療
養
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
最
近
、
病
状
が
若
干
回
復

し
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
思
い
を
伝
え
た
い
と
、

四
月
二
十
五
日
と
五
月
五
日
の
二
回
、

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
僕
が
世
界
ヒ
バ
ク

シ
ャ
展
を
始
め
た
わ
け
」
を
東
京
都
内
の

世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
事
務
所
で
開
催
し
ま

し
た
。

森
下
が
広
島
、
長
崎
の
被
爆
者
を
撮
り

始
め
た
の
は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
十
年

前
の
夏
で
し
た
。
以
来
、
四
十
年
以
上
に

わ
た
っ
て
被
爆
者
の
写
真
を
撮
り
続
け
た

一
方
、
世
界
中
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
姿
を
伝

え
た
い
と
、
二
〇
〇
二
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
を
設
立
し
、
六
人
の

日
本
人
写
真
家
に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

病
気
療
養
中
の
た
め
ゆ
っ
た
り
し
た
口

調
の
ト
ー
ク
で
し
た
が
、
被
爆
者
と
の
長

い
付
き
合
い
を
振
り
返
り
、
ど
ん
な
思
い

で
写
真
を
撮
っ
て
き
た
か
を
様
々
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹
介
し
、
世
界
ヒ
バ
ク

シ
ャ
展
を
始
め
た
理
由
を
語
り
ま
し
た
。

被
爆
者
と
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
語
る

レ
ン
ズ
を
武
器
に
核
被
害
の
現

場
に
切
り
込
む
現
代
の
サ
ム
ラ
イ

と
も
言
え
る
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展

の
六
人
の
写
真
家
。
そ
こ
か
ら
名

付
け
た
「
サ
ム
ラ
イ
Ｍ
Ａ
Ｐ
世
界
の

核
被
害
」
を
こ
の
ほ
ど
増
刷
し
ま

し
た
。

世
界
の
面
で
は
、
核
実
験
、
原

発
事
故
、
ウ
ラ
ン
鉱
山
な
ど
核
被

害
の
場
所
を
マ
ー
ク
と
写
真
家
の

写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
面
で
は
、
福
島
原
発
事
故
に
よ

る
汚
染
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の

比
較
、
日
本
の
原
発
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
球
に
ち
ら
ば
る

「
核
」
を
み
ん
な
で
さ
っ
さ
と
片

付
け
ち
ゃ
お
う
！
と
、
地
球
大
そ

う
じ
大
作
戦
！
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
、
五
百
円

（
送
料
別
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
グ

ル
ー
プ
、
個
人
も
募
集
中
で
す
。

2013年秋の台湾での写真展開催に合わせ
て、サムライMAP台湾語版を発行し、即完
売の大人気でした。今後も各国語版を発行し
ていく予定で、翻訳、制作などのボランティ
アを募集中です。事務局の運営、寄付集めな
どのボランティアも歓迎です。
mail hibakushaten@gmail.com

サ
ム
ラ
イ
Ｍ
Ａ
Ｐ
を

作
っ
て
く
れ
た
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
高
山
と
き
な
さ

ん
＝
写
真
㊧
＝
が
、
滞

在
中
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
バ
リ
島
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
二
〇
一
三

年
十
二
月
に
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
日

本
人
女
性
に
呼
び
か
け

て
、
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ

展
の
ミ
ニ
写
真
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

台
湾
の
希
望
の
光―

二
万
人
近
く
を
集
め
た

零
核
時
代
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

みんなびっくり世界の核被害

森
下
一
徹

平
和
に
向
け
て

再
稼
働

子
ど
も
た
ち
も
ヒ
バ
ク
シ
ャ
学
ぶ

光るこれ なんだ？
見えない放射能を撮ったよ

零
核
時
代
で
の
展
示
で
ひ
と
き
わ

注
目
を
集
め
た
の
が
、
光
る
ス
リ
ッ

パ
の
写
真
で
す
。

写
真
家
の
森
住
卓
さ
ん
が
、
福
島

県
浪
江
町
の
警
戒
区
域
に
落
ち
て
い

た
ス
リ
ッ
パ
を
特
殊
な
方
法
で
撮
影

し
、
放
射
能
汚
染
の
実
態
を
視
覚
化

し
た
写
真
で
、
放
射
線
が
輝
い
て
見

え
ま
す
。
海
外
で
の
一
般
公
開
は
台

湾
が
初
め
て
で
し
た
。

親子の日を提唱している写
真家のブルース・オズボーン
さんが撮影した、おそろいの
No Nukes Ｔシャツを着た
森下一徹・美歩親子。
平和はまず親子から(*^-^*)

親子の日ホームページ
http://www.oyako.org/jp/
oyakonohi/

零
核
時
代
の
会
場
に
は
、
台
北

市
内
の
小
学
生
た
ち
も
課
外
授
業

で
訪
れ
ま
し
た
。
先
生
の
声
に
続

い
て
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
」
と
み
ん
な
で
繰
り
返
し
、

こ
の
言
葉
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

写
真
を
見
な
が
ら
メ
モ
を
し
た
り
、

感
想
を
書
い
た
り
と
、
み
ん
な
熱

心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

親子の日におそろいの
No Nukes Tシャツで

「ヒバクシャ」「ヒバクシャ」と声を
そろえて繰り返して覚える子どもたち

子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
場
に

通
訳
の
リ
ナ
さ
ん
㊧
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
小
毛
さ
ん

パワフルでひょうきんな女性スタッフたち

プロデューサーの呉
銘軒さん㊧とボラン
ティアの弟さん

写
真
の
解
説
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

㊨台湾での宿泊を世話していただいた
台湾長老教会の鄭君平さん㊧泊めてい
ただいた義光教会の高さん一家

スリッパの写真を掲げる森住卓さん

コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
も
大
盛
況
。
コ
ス

プ
レ
姿
で
反
核
の
旗
を
掲
げ
る
若
者
た
ち

森下一徹の母、百一歳
の森下イクさんが生前、
サムライMAPをＰＲ。

ボランティア 求む

にぎわう世界ヒバクシャ展会場

Let’s clean up the Earth together!

台湾

台湾の皆さん、ありがとうござました。

“

”

若い世代の共感呼ぶ



イベントで写真展しませんか？

BRAHMAN Live

写真展に長い列

二
〇
一
三
年
六
月
八
日
に

は
、
千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
に

一
万
人
を
集
め
て
開
か
れ
た
、

人
気
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
、
ブ

ラ
フ
マ
ン
の
ラ
イ
ブ
会
場
で

写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
順
番
待
ち
の
列
が

で
き
、
若
者
た
ち
が
一
枚
一

枚
じ
っ
く
り
と
写
真
と
向
き

合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

首
に
巻
い
た
タ
オ
ル
な
ど
で

涙
を
ふ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ラ
イ
ブ
で
の
展
示
は
、

３
１
１
の
イ
ベ
ン
ト
で
二
年

続
け
て
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展

を
紹
介
し
て
く
れ
た
フ
ォ
ー

ザ
ブ
ロ
ッ
ド
の
柳
田
宏
輔
さ

ん
の
紹
介
で
実
現
し
ま
し
た
。

世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
の
写
真

に
共
感
し
た
若
い
世
代
が
、
日

本
で
も
活
躍
し
始
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
左
の
写
真
の
よ
う

に
各
地
の
大
学
生
や
高
校
生
が

文
化
祭
な
ど
で
写
真
展
を
開
催

し
ま
し
た
。
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ

展
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
写
真
紹
介

の
出
張
授
業
や
平
和
学
会
で
の

写
真
展
で
も
若
者
の
関
心
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
を
日
本
中
の
未
来

を
担
う
若
い
世
代
に
見
て
も
ら

い
た
い
、
と
い
う
の
が
私
た
ち

の
夢
で
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の

学
校
で
も
、
こ
の
写
真
展
を
開

催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

アースデイ名古屋ではテレビ塔で写
真展。ロシアなどからの留学生によ
るライブ＆トークも行いました

東京・カトリック下井草教会
ではシスターたちも写真鑑賞

埼玉県小川町のさようなら原発＠
おがわまち行進の集いで写真紹介

ア
ー
ス
デ
イ
東
京
で

写
真
展
示
＆
サ
ム
ラ

イ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
Ｐ
Ｒ

ご寄付やサムライMAP（世界の核
被害）の購入で、この新聞でご紹介し
たような活動を支えてください。

ご寄付のお振込先
郵便振替口座 00170-5-127199

NPO法人世界ヒバクシャ展
みずほ銀行 新宿南口支店 普通1566323

特定非営利活動法人世界ヒバクシャ展

ご寄付のお願い

京
都
府
の
綾
部

健
康
ま
つ
り
で

も
写
真
展

ライブの前に写
真見学の長い列

ブラフマンのＴＯＳＨＩ-
ＬＯＷさん（右から２人
目）とフォーザブロッド
の柳田宏輔さん（左端）

岩
波
ホ
ー
ル
の
原
田
さ

ん
㊥
と
矢
本
さ
ん
㊨
。

被
爆
者
の
映
画
に
合
わ

せ
て
写
真
を
展
示

日
本
平
和
学
会
で
写

真
展
＝
大
阪
大
学
で

大
学
の
授
業
で
も
写
真

紹
介
。
㊨
は
立
命
館
大

学
、
㊧
は
大
正
大
学

子
ど
も
の
未
来
を
ひ

ら
く
川
崎
集
会
で
写

真
を
紹
介
す
る
和
光

高
校
の
女
子
高
生

写真展の打ち合わせに来た和光高校の生徒たち

マイライフの写真も一緒に展
示された和光高校での写真展

獨
協
大
学
の
学
生
た
ち

獨
協
大
学
の
写
真
展

若者

世界ヒバクシャ展新聞第３号 １部20円

編集後記 森下一徹の母で、
もう少しで102歳になろう
としていた私（森下美歩）
の祖母が亡くなりました。
戦争に反対して投獄された
こともある祖母は、私たち
の活動のよき応援団でした。

天国に行ってもきっと応援
してくれていると思います。
こんな時代だからこそ、戦
後・被爆70周年の2015年
に向けて一生懸命やります。
皆さんも応援よろしく！
Yes Peace!

新理事にナマケモノ倶楽部の
小澤さんと写真家の片岡さん
６月に開催されたNPO法人世

界ヒバクシャ展の2013年度総会
で、ナマケモノ倶楽部の小澤陽
祐さんと写真家の片岡和志さん
が新理事に選ばれました。若い
世代の代表として、Yes Peace!
のプロジェクトなどにかかわっ
ていってもらいます。 片岡和志さん小澤陽祐さん

コ
ン
サ
ー
ト
や
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
な

ど
で
、
あ
な
た
も
写
真

展
を
開
催
し
ま
せ
ん

か
？

お
問
い
合
わ
せ

は
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展

事
務
局

０
８
０-

３
５

５
８-

３
３
６
９
（
安

在
）
へ
。

幕張メッセ

手づくりカードで世界
と愛のメッセージ交流

ご寄付は

こちらへ

忠cat
スマイリー

NPO法人世界ヒバクシャ展
〒152-0031 東京都目黒区中根1-6-7-603

Tel/Fax 03-3723-1004
携帯 080-3558-3369（安在）

各地での写真展

戦争やめよう！ 賛成（Yes）！

原発なくそう！ 賛成（Yes）！

地球をきれいにしよう！ 賛成（Yes）！

生きもの守ろう！ 賛成（Yes）！

小遣い上げてよ！ 賛成（Yes）!(^^)!

Yes という言葉には、人を前向きにし、
人をつなげる不思議な力があります。

世界中で紛争が起こっている今こそ、
平和にYes！
これからのGlobal Citizen（地球市民）の

合言葉は、Yes Peace!
この言葉を使って、様々なイベントやアクショ

ンで、みんなが自由に平和な社会を目指す気持ち

や方法を表現して、インターネットや地域の“回
覧板”などでシェアし、Yes Peace! のメッセー
ジを広げられたら…。
歌って踊って、みんなが心から平和な時を楽し

み、平和を愛する心を育て広げることができたら、
きっと、この世界に変化が生まれるはず。

そんな気持ちで、Yes Peace!
Yes Peace! がこの地球を愛で包み込む。
私たちは、戦後・被爆70周年を機に、

Yes Peace! のキャンペーンを平和を愛する
世界中の人たちに広げていきます。

「No」と叫ぶだけじゃなく、その先にどんな
未来を描きたいのか、何に対して「Yes」という
のか、みんなで考えていきましょう。

正会員 年会費10,000円 賛助会員 年会費一口 3,000円

会員ぼしゅう

ブラフマン次
は
キ
ミ
の
学
校
で
！

Earth Day

Yes Peace!

京都をはじめ全国各地の皆さん、ありがとうございました。


